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公教育システム研究第3号. 2003 

高校における「学校から職業社会への移行j関連プログラムの実態調査

一一カナダ・アルパータ州]asperPlace High Schoolのアンケート分析結果報告一一

阿部敦*

The Survey of High School Programs related to School-to-Work Transitions: 

Result of the Questionnaire to ]asper Place High School， Alberta Canada 

Atsushi Okabe 
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はじめに

科高は、 2003年6月にカナダ・アノレバー刻、1'1エドモントン市の公立高校を対象とした「学校から職業佐会への

移行(以下、 S1W)J関車プログラムに関するアンケート調査の結果を紹介し考察を加えることを目的とする。

日本国内では、すでにアメリカで展開した学校から騎撲への移行プログラムが紹介されている。岩木(2001)は、

このプログラムの中心を青年徒弟制度の導入としバブルの崩壊と同時に失敗に終わったとしている。しかし、 S1W

プログラムは、単なる徒弟制度の導入だけではなし、。 Grubb(1996)は、訂Wプログラムの5つの要素として、①ア

カデミック教育②アカデ‘ミック教育と職業教育の統合包刈Ork-basededucationとSchooi-basedinstructionの

統合④全てのプログラムにおける次の教育及び訓練の段階への連鮒生@文脈学習を含むAppliedTeaching 

Methodおよびチーム・ティーチングの導入をあげている。すなわち、 S1Wプログラムは、高校卒業後にすぐに就

職を希望する生徒のための改革ではなく、大学進学希望者を含む全ての生徒を対象としたものである。また、そ

の改革の範囲は、職業教育だけではなくアカデミック教育の改革を含むものである。

カナダ・アノレパータ州、|において 90年代を中心に展開してきた訂W関連プログラムは、アメリカにおける訂W

の取り組みに影響を受けた部分が少なくな1，.'0これまで州学習省を中心として、職業教育プログラムの斑丁、オ

フキャンパス教育の描隼、アカデミック教育の改革キャリア学習の描隼、高校と中等後教育機関およひ轍期士

会との樹完劃見などの施策が進められてきた。これらの改革が生徒にどのような効果をもたらしたのかについて

検討することは重要であると考える。

1 アンケートのねらいと調査項目の解説

アノレバータ州における S1W関連プログラムが、実際に生徒の聴騨扱び進路選択にどのような影響を及ぼしてい

るのれまた、履修した生徒がそれぞhのプログラムをどのように開国しているのかを調査することがねらし、で

ある。更に、これらの結果からS1Wプログラムの高校教育改革における役割を検討する。以下に、今回のアンケ

叶繍猷制哨涜教育学研究剰博士後期課程(教育行政調車)・ ~t海道中嶋手稲高等学校教諭

Key Words: Sch∞l-to-Work Tran回tions，高校教育、進路探求学習、職業教育、カナダ
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一トで、取り上げた質問項目に関連する次の7つの事項について簡単y湖宥見を記七

(1 )中等後教育機関<Post-Secondary1 nst i tut i on) 

ア打ノルレμノパ号}タ列j州'1'刊|トH‘'11;:

テイチユ}トでで、ある。これは、修業年限は1年から3年までとプログラムによって異なる。主に、修了後に職業

社会で必要となるスキルを習得することが目的である。現荘、州内には、 NorthemAlb巴rtaInstitute of 

Technology (NAIT)とSouthemAlberta Institute of Technology(SAIT)の2つがある。い明もも州立の較育機

関である。後百見明するアプレンティス、ンップの中には、一定期間この教育機関で側室を受けることが求められ

るものもある。 2つ目は、カレッジで、ある。通常は2年間のイレ安楽明良であるが所属するコースによって異なる。

学習内容はアカデミック教育と職業スキルの両方を含んでいる。高校卒指針こ一旦カレッジに進学し移行プログ

ラム<TransferProgr白血)によって大学3年次に編入するコースを取る例も多く見られる。移行プログラムは、テ

クニカル・インスティチュートにもあるが、利用する学生は少なし、。現在、州立のカレッジは15校あり、その他

に私立のカレッジが7つある。 3つ目は、 4年制大学である。現在、州立の大学は4校あり、そのうちか一つは

通信制も兼ねている。私立の大学はアノレバータ州には荷主しなし、

い刊もの中年許麦較育機関に進学する場合にも、入学必要剣牛が示されている。州、|で発行される高校卒業資格に

加えて進学を希望する学部やコ}ス、プログラムに移行するに当たって、高校で必ず履修しなければならなし、科

目が示されている。大学の場合は、それに加えて高校の学習足踏責による入学生の選抜糾すわれる。

(2)ポートフオリオ

進路探求学習で生徒が作成したキャリア・プランキ各教科で与えられたレポート、ジョブ・シャドウやオフキ

ャンパス教育などに参加した際の感相文などを専用のファイル(ポートフォリオ7に吉田家するプロジェクトであ
る。 JP校では、 CareerDirectionsとよばれる3年間の連続したプログラムにおける学習活動として位置づけら
れている。第10学年では、全員が必f餌ヰ目として履修する英語と社会の授業でポートフォリオの作成を中心とし

た進路探求学習が実施され、それ命日単位合計2単位を取得することになっている。第11学年では、次にま盟主

するC刷の学習活動の1つとなってし唱。また、第12学年では、選択科目としてポートフォリオの知蛇目指

したプログラムが設定されている。

(3) Career and Li fe Management (C.礼的

19邸年に州教育省(Alberta回ucation)によって発行された'SecondaryEducation in Alberta: Policy 

Statement'で新たに高校卒業資格取得に必修として加えられた科目である。対象学年は第11学年で、 3哨立が必

修となっているが、 2002年の改訂で6単位まで増やすことが認められている。ポートフォリオの説明で費財もたよ

うに、JP校では、 CareerDirectionsの一環として位置づけられている。内容は、次の3つから構成されて"唱。
①lPersonalα1oices:健康の感情、心理的、知的、佐舗旬、精神的、身体的な側面を理解し個人の幸福(well-bei珂)

の紺守に適用する⑫esourceChoices :個人の価値と目標を反映した財産およびその他のリソースを使用するた

めの価値ある決定をすると同時に、自分自身および佑者に対する義務を果たすュQX:areerand Life 白oices:自

己管理及。注涯を通じたキャリア開発のプロセスを適用する。これら3つの分野について学習するとともに、ポ

}トフォリオの作成も含まれる。 JP校では、 CAlMの履修によって6単位が与えられる。

( 4) Career and T echno 1 ogy Stud i es (CTS) 

1989年の州教育省による実業較育反省(PracticalArts Review)に基d 、て開発されたプログラムである。そ

れまでの職場轍育プログラムで、あるPracticalArtsは、高校卒業後すぐに就職を希望する生徒のための準備が主

な目的であった。実業較育反省で大学進学を希望する生徒も含む全ての生徒を対象とした新たなプログラム開発

の必罰金が指摘された。その流れを受けて、 C訂抑制TechnologyStudy(回)は、 91年にその作成が開始され

94年に→日施行され、 97年に完成した。内容は、モヂューノレ{Module:単却とストランド (Strand:学習領域
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から構成される。モヂュールは、 1単位毎に細かく示された学習内容で、ストランドは、複数のモヂュールをレ

ベル(相職、中級、上紛およびテーマごとに整理して構成された学習領域のことを意味する。なお、モヂュー

ルとし、う用語は、 99年のカリキュラム改訂でコース(白urse)とし、う用語に変わったが、この調査では学校で広く

使われているモヂ、ューノレという用語を使用している。現在、州学習省(AlbertaLe訂ning)によって677のモヂュ

可レと 22のストランドが示されてし唱。口Sプログラムは、動開目、第二言語と同様に選択科目となってし唱。

このプログ、ラムの詳細にっし、ては、|硝日(2001)を参照のこと。

(5)オフキャンパス教育侭M'以外)

学校外で、の謝業体験を高校での修得単位に取り入れるプログ、ラムは、前述の仕acticalArtsの一部として既に

実植されていた。 95年に州教育省作成「オフキャンパス教育ガイド」によって改訂され現在の形態となった。

オフキャンパス教育には、次の3つの種類がありそれぞれ目的が異なる。

WorkStudy:学校内て芳子われる耕ヰ学習の一部として実摘される。このプログラムの履修のみで単伽2与えられ

ない。例えば、美容(CoSlJ同ology)という口3科目を履修ずると、上級レベルのクラスでは、実際に美容室の現場

で2週間から1ヶ月程度の期間実習することが求められる。これが、 WorkStudyであり、実習での取り組みは美

容の単位おより清刊面に組み込まれる。

WorkExperience:職業詳士会で必要な知識(恥owledge)、技能(Skill)、態度(Attitude)を修得することが目的と

なる。このプログラムに参加した生徒は、取り組み肉兄を学校のオフキャンパス担当教員およひ軍用主の両方に

よって評価される。 25時間の実習で1単位を取得することができるが、州、|学習省では最低3単位からの履修を認

めてし唱。職場で必要となる特定の踊告を身につけることではなく、進路探求が主なねらし、となる。

Registered Apprenticeship仕ogr咽(臥p):特定の職種に必要な掛怯身につけることを目的としたプログラ

ム。 WorkExperienceと同様に25時間の実習で1単位を取得することができる。詳細は、事項参照のこと。

(6) Registered Apprenticeship Program侭M')

カナダでトレード(Trade)と分類される技翻哉に就くために必要となる技能資格 Journeyman'sCertificateを

取得するためには、それぞれの暗躍で必要とされる一定のアプレンチィスシップ (Apprenticeship)を経てF徒の

単位を儲尋しなければならない。臥Pは、この見習し湖聞の一部を高校在学中に履修することを可能としたプロ

グラムである。従って、 WorkExperienceとは異なり、特定の聴権だ求められる技能を習得することが目的とな

る。 RAPで修得した単位は、アプレンティス、ンップの一部となるのに加え高校卒業資格制尋のための単位として

認定される。現在、 52のトレードに関連する臥Pプログラムが履修可能である。なお、臥Pを履修する生徒には、

州の最低賃金支給カ輔償される

(7)白le-円on-Onelnterview (Career Counselor) 

アルパータ州内の全ての公立高校には、寸撒員、管理職、サポートスタップの他に、カウンセラーが常駐し

ている。カウンセラーの役割は、生徒の就学上の課題キ精神的な課題に対するケアから進路相談まで幅印J、そ

のうち、進路相談についてカウンセラーと生徒の個人面談(α1e一on--{)nelnterview)の果たす枝創が劃毘されてい

る。州内のいくつかの公立高校では、全ての在学生徒に個人面談を実施している場合もある。調査対象校では、

希望する生徒に対して実施している。

2 アンケート集計結果

(1) 調査対象および方法

調査対象は、アノレバータ州エドモントン市ジャスパープレイス高校(以下、 JP校)の第 12学年に右捕する

生徒450名のうちアンケート用紙祖師することのできた217名である。調査を実施した6月は、学年末にあた

りすでに卒期庁用単位を終えている生提には配布することが不可能で、あった。
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アンケート調査は、次のような明|慎で進められた。

'2003年3月の現地調査で、アノレバータ州内3つの高校とアンケート調査の可能性について検討

・アノレバータ大学名誉教授Dr.Clarence Preitzの助言を得てアンケート用紙を作成

• E--mailにて各校にアンケ}ト調査実施の依頼を行った結果、 2校が受け対も可能となる(エドモントン市:

Jasper Place High Sch∞1， メディスンハット市:Medicine Hat High School) 

• 2校の教頭にアンケート用紙の原稿を郵送し、各校にて複写の後ホームルームの時間を利用し生徒同師する。

'2003年8月、回収されたアンケート用紙は全て筆者に垣きされる。

また、 lP校に加え、MedicineHat High Schoolを対象として同様のアンケートを実施したが、あらかじめ送

付した実施要領どおりに配布されなカミったため、今回の集計からは附けることとした。

以下に、アンケートの集計結果を示れなお、アンケートには自由記述欄がいくつか設定されていたが、記入

された回答は少なかった。したがって、質問項目のし、くつかについて、今回の集計から省ヲウミざるを得なかったこ

とを記しておく。

(2) 基本データ

①回収率及ひ哨効回答率

総回答数 217 

無効回答 73 

有効回答 144 

有効回答率 66'百

無効回答の多くは、全く回答されていないものである。その他に履修している教

科科目の名称がE確に記載されていなかったり、回答に不適切な語句キ寝現が記

入されたりしてし、たものである。また、指示された回答方法を鰯見して記入され

ているものについても無効回答に含めている。

②質問項目 1: rどの学年に所属していますカリ
配布されたホームルームは、学年が湯合しているため第12学年以外の生徒も替蓄

している。また、年齢が第12学年相当であっても学年が異なる生徒にも配布され

ている。従って、この項目で第12学年と回答した133名を、本集計赤吉果の対象と

する。

③質問項目 2: rどのプログラムを履修しています功、J
普通科目において大学入学基準を満たすレベルの科目を履修している生徒はおademicを選択、それ以外のレベ

ルの甑齢旧を履修してしも生徒はGe明白lを選択することを意図してし唱。州高校卒業資格(HighSchool 

Dipl口阻jを取得寸ることができない生徒のためのCertificateof Achievementを取得

することを目標とした IntegratedOccupational Program (IOP)に所属する生徒は、

このアンケート調査には参加していなし、。

@質問項目 3: r.性別J ⑤質問項目4: r年齢J

16歳 。 。世

17歳 69 52出

18歳 56 42百

19歳 7 5出

無回答 l百
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@質問項目 5: r高校卒業資格を満たすにあたってどのキャリア・パスウェイお盟央しましたか」
回答の半銑丘くが4年制大学入の進学を選択している。これは、質

問項目2のAcademicプログラムの履修封劃央した60という数字とほ

ぼ一致する。次に、高し、数値を示してし、るのは、コミュニティー・カ

レッジへの進学である。また、それらに加えて、テクニカル・インス

ティチュートを選択した 14名を加えると約80%の回答者が、高校卒，

業後に何らかの形態の中噺灸教育機関において学習を津断党することを

希望していることがわかる。

⑦質問項目6: r高校を卒業した後で将来自分が選択することを考えているキャリア・パスウェイはなんですか」
ほとんどの生徒は、質問項目5と同じ選択肢を選んでいるが、項目5で就職お劃央し、項目6でコミュニティ

ー・カレッジを選択している回答が4名いる。これば高校卒業後に、すぐに淵践した後に中等報室教育機関で紺続

的に教育を受ける意思があることを意味してし唱。更に、 4年生大浮卒業後に、特定の1酵主に就くとする回答も

見られた。

高校における「学校から職業社会への移行J関連プログラムの実態調査

就職 10 8覧

アプレンチィスシップ 14 10% 

テクニカjトインスティTュート 14 10世

コミュニティー・カレッグ 33 25'世

4年制大学 62 47% 

アンケー卜回答者のパスウェイ

4年制大学
45% 

アプレンティ
スシップ
11覧
手。ニカル・
インステイ
チュート
11目

コミュエ
ティー・カ
レッジ
28% 

図 1
陣織 7 4見

アプレシティスシップ 14 l似

ヲニカjいインスティチュート 14 10国

コミュニティー・カレッグ 37 28括

4年制大学 61 47% 

(3) ポトートフオリオ

①質問項目7: rあなたは、ポートフォリオをイ物責しましたか?J

lYes 刈 捌IJP校でポートフオリオ作成地ての生徒に雌となったのは2000年からであり、
J。 161 14 年齢の高し悼の中には作成していなし、と回答している場合が多川

②質問項目 7(心:rどの学年からポートフォリオの作成を始めましたか?J (項目7でYesと答えた生徒のみ)
F枝では、第 10学年でポートフォリオ作成を開始するためのプログラムが設

定されている。

@質問項目8: rあなたは、ポートフォリオをどのように評価します功、J(複数回答可)
多くの回答が選択肢3をi盟夫している。次いで、 i盟尺

肢1、4、2の順に跡、てし、る。

図2は、質問項目 6(Career Pathway)の集計結果とク

ロスさせ各選択項目をパスウェイ毎に何%の回曙者がど

の選択肢を選んだのかを示すものである。全てのパスウ

ェイで選択肢3が高し激値を示している。それ以外では、

4年制大学進学志望者はが選択肢4及び6で他のパスウ

ェイに比較して高し激値を示している。また、淵哉志

咽
E
ム。。

唱
E
i

1自分を他の人に知ってもらう上で有用 39 

2自分が学校で学んだことを認識する上で有用 25 

3必修の課題として取り組んだだけ 71 

4このプロジェクトからf尋たものはない 28 

5このプロジェクトにもっと時間をかけたかった 19 

6このプロジェクトに暗批カ斗すたくなかった 18 

7その他 6 



望者同聾択肢1、4，6で目立っている。テクニカノレ・インスティチュート志望者は、選択肢1，2， 5で高い

数値を示している。カレッジ及ひアプレンティス、ンッフ志望者も同様の傾向を示している。

図2 ポートフォリオの割面

圃就職

図77"レンティスシ')7

目テクニカル・インスティ

図カレヮγ
回4年制大学

2 3 4 5 6 7 

④質問項目9: rポートフォリオをどのように活用しますっ九J(複数回答可)

1アノレバイト先の雇用主に提示

2オフキャンパス教育の受け入れ先に提示 191 

3中等後教育機関への入学の際に提示 27 

4大学内の入学の際に提示 9 

5CAl.Mプログラムの課題としてイ骨戎した 72 

6その他 8 

多くの回答が CAU.fの課題として僧或していることを示

している。次いで、選択肢3が2番目に多し、。

固3 ポートフォリオの活用

20% 

圃就職

~7プレンティスシッ7"

冒テウニカn，"インステ

図カレッシ.

回4年制大学

図3は、質問項目 6(Career 

Pathway)の集計結果とクロスさせ

各選択項目をパスウェイ毎に何%

の回答者がどの選択肢を選んだの

かを示すものである。全てのパス

ウェイにおいて選択肢5の害l拾が

高いが、特に、淵哉希望者と大学

進学希望者の害l恰が多川大学以

外の中新炎教育機関への進学志望

者及ひ7プレンティス、ンッフP志望

者で、選択肢3の数値》清川

80% 

70目

60% 

50% 

40% 

30% 

10% 

0% 

2 3 4 5 6 
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高校における「学校から職業社会への移行J関連プログラムの実態調査

( 4 ) Career and Li fe Managen砲nt(CAI...M) 

①質問項目 10: rあなたは、 CAI.Mをどのように評価します功、J(複数回答可)

l 様々な進路選択の可能性を認識した 48 

2 将来の進路設計に対する興味を高めることができた 46 

3 中等後教育での学習に興味をもった 34 

4 特定のアプレンティスシップに興味を持った 11 

5 もっとたくさん時間を費やしたかった 16 

6 CAl.Mにかける時間はもっと少なくて良かった 49 

7 この科目が必修科目た、ったので履修した 85 

8 この科目に費やす町南をもっとアカデミック科目での学習に当てるべき 46 

9 私にとってこの科目は意味がなかった 12 

10この科目には魁坊がなかった 121 

11宿題が多すぎる 18 

12 CAl.Mに出席しなくても自分で学習できる 44 

13その他 15 

図4 悦 Mの評価

最も選択された害l恰が多いの

は、 i輯宍肢7である。その他の

選択肢については、ぱらつきが

見られる。

70百

60担

50% 

40% 

30% 

20% 

10% 

0% 

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 

-就職

図n.レン予イスシップ
園テヲニカル・インス子イ

図カレッシ.

回4年制大学

図4は、質問項目 6(Career Pathway)の集計結果とクロスさせ各選択肢をパスウェイ毎に何ちもの回答者がどの

選択肢を選んだのかを示すものである。例えば、選択肢1f;様々 な進路選択の可能性を認識した」に関して言え

ば、淵哉希望者の29%がこれを選択していることになる。全てのパスウェイについて選択肢7の害IJ合が高v¥， そ
れ以外の選択肢では、大学進学志望者が、選択肢6，8， 10、12で高川直を示している。棚田青島古望者は、選択肢

10及び12で高し激値を示してし、る。テクニカル・インスティチュート志望者は、選択肢1，2、3、6で目立

っている。カレッジ志望者は、選択肢1， 2、3で高い数値を示してし唱。アプレンテイス、ンッフ官望者は、選

択肢1，2， 5で高し激値を示してし、る。

②質問項目 11 : rCAI.Mの課題の中で、キャリア・パスウェイ選択に最も役に立ったと思われるものを書きなさ
し、。J

q
J
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i
 



③質問項目 12: rCAlMの課題の中で、キャリア・パスウェイi劃央に最も役に立たなかったと思われるものを書

きなさし、。J

項目11およο匂頁目12のCAlMの課題で役に立ったものと立たなかったものを自由主地で回答させるものか
ら、特lこ目立った点をあげる。役に立つものとしてあげられていたのは、進路探求にかかわる適樹会音やインタ

ーネyトを使用した聴騨誹献の授業が多かった。それに対して、値教育キ家庭生活などの授業を役に立たないも

のとしてあげている巨搭が多かった。

(5) 白reerand Technology Studies (CTS) 

①質問項目 13:rあなたはよ口3を履悠しましたl，PoJ
82%の回答者が口Sを履修したことを示している。

図5 各.1<スウェイ!こ占めるCTS履修者の審措
図5は、質問項目 6Career Pathwayの

集計結果とクロスさせ、パスウェイ毎に

何%の生徒が口Sを履修しているかを示

したものである。各パスウェイにおいて

4分3の以上がcrsを履修していること
がわかる。特に、アプレンティスシップ

志望者は、全員が履修している。さらに、

4年制大学進学志望者の7邸が口3を履

{彦している。

②質問項目 13(心:rどの学年で口Sを履修しましたれJ(複劉E伊 D
学年が進行するに従って口3履修者の数が繊沙している。

③質問項目 13(b): rあなたは口Sをどのように評価します功、J(複数回答可)

1後の人生で有用となる技術(Skill)を高めることができた

2職場で必要となる態度キ知識を得ることができた

3聴燥に関連するアカデミック科目への興味が高まった

4高校卒業後の学習に対する興味が高まった

5アプレンティスシップへの興味が高まった

6その他

-134-

83 

44 

30 

42 

17 

7 

一番高し、数値を示しているのは、選択肢1

である。次いで、選択肢2の'JI固となっている。



高校における「学校から職業社会への移行J関連プログラムの実態調査

国6 CTSの評価(パスウェイ，SIJ)

100% 

4 6 

図6は、パスウェイ毎の

口ち履修者が、どの選択

肢を何%選んだかを示し

ている。例えば、就脇古

望者廿劃宍肢1を選んだ

者は、淵此志望の口S履

修者中の 67%であるこ

とを示している。全ての

パスウェイで選択肢1の

害l拾が大きしが、アプレ

ンティスシッフP志望者で

は、 i霊択肢5が目立って

いる。大学、カレッジ、テクニカノレ・インスティチュートへの進増吉望者では、選択肢4の害IJ合も高川また、

選択肢3では、アプレンティス、ンッフ汲びテクニカル・インスティチュート志望者の害l拾が他に比べて目立って

し、る。

信濃問13(f): r.何故、 crsを履修しなかったのです別(複数回答可)

Work Study， Work Experienceともに10名程度の履修者である。

lαsがこの学校で開講されていることを知らなかった 6 

2 crsは大学入学に必要とされてv¥ttv、 4 

3履修したかったが、時欄割に余裕がなかった 4 

4 crsを履修することに興味がなかった 10 

5職場で要求される技術は、高校卒業後でも高めることができるから 4 

6その他 。
'-・E・-

(6) オフキャンパス教育侭AP以外)
q涯Z問項目 14:rオフキヤンパ司教育を履修したことがありますカサ

履修したと答えた回答者の数は17%である。

②質問項目 14(a): rどのプログラムに参加しましたか」

明。rkStudy 

IWork Experience 

F
D
 

n〈
U

『，ム

最も高U激値を示して刀しい、喝るの

lはま

i猷肢1が続く心。



③質問項目 14(b): rオフキャンパス教育をどのように評価します功、j (複数回答可)

l進路探求の機会を得た

2付加的な技術(Skill)を高める機会を得た

3職場で要求される態度を認殺することができた

4聴樹拾に関連するアカデミック科目の重要性を認識した

5仕事に必要な較育を認識することができた

6もっと多くの時間をオフキャンパスに当てたかった

7高校の単位を尉尋できると同時に給料もえることができた

8その他

13 

14 

15 

9 

10 

8 

6 

l 

一番高し激値を示して

いるのは、選択肢3であ

る。次いで、、選択肢2、

1と続し、てし唱。

④質問項目 14 (e) : rなぜ、オフキャンパス較育を履修しなかったかのです功、j (複数巨搭司

1この学校でオフキャンパス教育が開講されていることを知らなかった

2このプログラムには何の利点も見いだせない

3履修したかったが、時間がなかった

4大学入学には必要とされていなし、

5このプログラムを履修するならアルバイトの方がいい

6私を受け入れてくれる職場を見つけることができなかった

7その他

(7) 恥gisteredApprenticeship Program 

①質問項目 16:r現在臥Pプログラムに登録していますIJ"oj

41 

28 

16 

24 

42 

l 

3 

最も高い数値を示しているの

は、選択肢5である。次いで、

選択肢1が2番目に高し、数値を

示している。

!Yes 21 1~ 
ド|刈 97%j

Yesと答えた2名で、質問項目6のパスウェイで、アプレンティス、ンップを選

択した生徒とテクニカル・インスティチュートをi盟夫した生徒である。

②質問項目 16(b): RAPをどのように音刊面するか?複数回答可)

l高校の単位を取得すると同時に給料がもらえる

2職期拾で要求されているf朝日的な技術を身につけた

3職場で要求される態度を認識することができた

4仕事に必要な較育を認識することができた

5もっとたくさんの時間を臥Pにあてたかった

6その他

-136-

2 

2 

2 

。
。

「給料がもらえる」をi盟夫している回答

も見られるが、指育、態度、必要な教育に

対する認識を高めたと回答している。



高校における「学校から職業社会への移行」関連プログラムの実態調査

多くの回答が、選択肢1を選択して

いる。次いで、選択肢3が2番目に多

い数値を出してし唱。選択肢8の「そ

の他」には、「高校卒業者~にすぐアプレ

ンティスシップに参加する」、「テクニ

カル・インスティチュートに進学して

から参加する」、「臥Pは自分が考えて

いるパスウェイとは異なるJ、rRAPが
何を意味するのかわからなし、」などの

記企が見られた。

@漬間項目 16(e): rなぜ臥Pを履修しなかったのですか。J~複数回答可)

lこの学校で臥Pが開講されていることを知らなかった 52 

2自分。雄路を決めていない 21 

3アプレンティスにはなりたくない 38 

4大学入学では必要とされない

5ホワイトカラー労働渚になりたいと考えている。 13 

6このプログラムには何の利点も見いだせない 19 

7同じ内容のプログラムに高校卒業後に参力『することができる 4 

8その他 16 

(8) 進路選択

①質問項目 18:r第10学年の時から現在までであなたの進路志望(Pathway)に何カ疫化がありました州

|Yes 691 叫 半数の回答都Yesとしている。

ト。 I 641 吋
②質問項目 19:rあなたのキャリア・パスウェイに関する情報を提併するためのキャリアカウンセラーとの面談
の梯桧はありましたね」

Yesの回答者は38%である。

@漬問項目 20:r次のうちどのプログラムがあなたの進路選択に大きな影響を与えましたカU

進路選択に髭響を与えたプログラム(履修者に占める割合)

80% 

70百

60目

50% 

40% 

30% 

20% 

10% 

0% 

園7CAU.I 45 

ロS 42 

Work Study 5 

Work E却erience 10 

臥P l 

bne-on-one interview 18 

other career event 30 

一番高し激値を示しているの

は、 CALMである。次いで口Sの

順である。複数回答ではなく、

項目を一つだけ選択して回答す

ることを意図していたが、多く

の回答者が複数制覇尺をしているので、上の表はそのままの数字である。

図7は、質f願目 13、14、16、19で示された各プログラムの履修者数の集計結果とクロスさせ、それぞれのプ

ログラムを履修した生徒のうち何%の生徒が進路選択に役立つと答えているかを示したもので、ある。例えば、口S

は履修者数110名のうちの38%が進路選択に影響を与えたと答えている。なお、 CALMの場合は、全員必修なので

アンケートの集計対象者数 133名に対する害~合である。また、仇hers も同様に 133名に対する害11合で算出してい
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る。一番高い数値を示しているのは、 WorkExperienceであり、次いで、WorkStudyである。次に口S，Interview 

の1)1慣になっている。 Othersには、中新麦較育機関主催の説明会ハの参加などが含まれる。

④質問項目 21: I進路選択の際に誰に相談しますカり

友人 65 

親 106 

教員 39 

教頭、校長 9 

カワンセラー 25 

その他 19 

親、友人に次いで多いのは教員である。

きわめて満足している 21 16出

とても満足している 21 16高

満足している 61 47% 

不満である 12 9世

きわめて不満である 9 6百

その他 9 6百

⑤質問項目 22:Iあなたの学校て骨罷茸されている進路選択に関連するプログラムに満足していますーか」

80%近し、生徒が、満足を示していることがわかる。その他の欄に

は、「自分の進路に関する情報が提供されなかった」とし、う回答が

含まれている。

3集計結果のまとめ
これまでのアンケート集計結果に対する考察を試みる。特に生徒のパスウェイと訂Wプログラムとの関車lこつ

いて鞘教を示す質問項目を中心に取り上げて検討する。

( 1 )ポートフオリオ

質問項目8で得られた生徒によるポートフォリオ・プロジェクトの評価では、パスウェイ毎に各選択肢を選ん

だ生徒の害l拾を示した図2のグラフからいくつかの梢教を読みとることができる。質問項目の内容から、選択肢

3 I必:，{~の課題として取り組んだだけ」を中立の音刊面とし、選択肢 1 ， 2， 5を肯定的な評価、選択肢4と6を

否節句な矧面として櫛すすると次のような点を指摘することができる。

①棚青島志望者の評価には、肯定、否定の二樹七が見られる。

調渦志望者は、ポートフォリオの鞘面について選択肢1I自分を他人に知ってもらう上で有用」を選択

しているパスウェイ群で、もっとも高し、値を示しているが、同時に選択肢4 Iこのプロジェクトから得た

ものはなし、」及ひも盟宍肢6Iこのプロジェクトに時間をカ斗ナたくなかった」でも高し、値を示してし唱。

②大学進学志望者の評価は概して否創句である。

大学進学志望者の評価は、選択肢4及び6で他の選択肢よりも高し激値を示している。

③大学以外の中鞘炎教育機関進学志望者及ひ7プレンティス、ンッフ志望者の制面は、概して肯定的である。

質問項目9に関車してパスウェイ毎のポートフォリオ活用ヌア法を示した図3のグラフからは、この傾向を裏付

ける特徴が見られる。淵紘望者と大学進学志望者は、選択肢5ICAlMプログラムの課題として作成した」で高

し、値を示している。それに対して、テクニカル・インスティチュート及びカレッジへの進学志望者は、選択肢1

「アル刈'ト先の雇用主に提示J、2Iオフキャンパス較育の受けAA先に提示」、 3I中新愛教育機関への入学

の際に提示」といった積極拘活用を示す項目で、高川直宏示している。

JP校で作成された生徒向けの案内文書によると、ポートフォリオ作成のねらいは、学習の成果を置除すること

no 
qa 

噌

E
よ



高校における「学校から職業社会への移行」関連プログラムの実態調査

で自己を認識し、他者に自分の経験と能力を提示することにある。同文書は、ポートフォリオを佐会におけ

る'抽rketingT∞1"と記している。課題は、このMarketingToo1を佐会でどのように活用することができるのか
という点である。

エドモントン市内のカレッジの1つであるGrantMacEwan Gollegeでは、特定のコースへ入学を希望する場合

に、履歴書(resume)、その分野に関する作文、副業体験を証明する書類、自分史などの参考書類の提出を求めて

いる。これらの書類は、高校在学時に作成したポートフォリオに添付されるものである。中年符，&.教剤幾関への出

願書類に添付するとしりた具体的な用途は、カレッジ及びテクニカル・インスティチュート志望者がポートフオ

リオ作成を高く評価している理由の1つで、あると考えられる。就脇志望者の二樹じ及び大学進学志望者の否定的

評価の説明については、さらなるデータを得なければならなし、。しかし、ポートフォリオを活用する場の提示が

このプロジェクトに対する生徒の積極勤評価に結びついているといえる。この点で、 STWプログラムにおけるポ
ートフォリオ作成の有用性が見いだされる。

(2) Career and L i fe Manag，印刷IÌ~仙川

上のポートフォリオと同じような傾向がCAI1.fに関する集計結果からも読みとることができる。質問項目 10で

与えられ均整択肢は、 7rこの科目が剖側目だったので活訳しわを中立の評価とし、選択肢1から5までを
肯定的割面、 6及び8から 12までを否崩句評価と分類できる。この分類に即して集計結果を梯すすると、大学進

学誌窪者と醐紘望者が否定的評価をしている害l恰が高いのに対して、大学以外の中年許灸教育糠関進常志望者お

よひアプレンテイスシップ志望者は、肯定的な評価を示している。

図4のグラフにもとづいてパスウェイ別に、 i盟Rした項目の内容を整理すると、次のような特徴を指摘するこ

とができる。

①大学進学志望者は、 CAI1.fの内容に有用性を見いだしていなし、

大学進学志望者の選択肢を整理すると選択肢6rCAI1.fにかける時聞はもっと少なくて良かった」、 8rこ

の科目に費や村寺聞をもっとアカデ、ミック科目の学習に当てるべき」、 10rこの科目には魅力がない」、
12 rC瓜Mに出席しなくても自分で学習できる」としりた開国が多川

②大学以外の中新車教育進学志望者及ひアプレンティスシップ志望者は、 C川Mが有用であると開国している。

カレッジ、テクニカル・インスティチュート、アプレンティスシップ志望者の選択肢を整理すると、否

定的な鞘面を示す選択肢10及び12でテクニカル・インスティチュート志望者。滑IJ合が多く見られる部

分もあるが、選択肢1f;様々 な進路選択の可能性を鵡哉し旬、 2r将来の進路設計(CareerPlanni昭)
に対する興味を高めることができた」、 3r中年野愛教育糠関で、の学習に輿味をもったJなどの回答が多
1，¥アプレンティス志望者では、 4r特定のアプレンテイス、ンップに興味を持った」、 5rもっと時聞
を費やしたかった」とし、う巨階が目立ってし唱。

喧溺購古望者は、大学進学志望者と同様にCAI1.fの有用性に否定的な傾向が見られる。

謝主総志望者の回答を見ると選択肢1、2を選んだ回答も見られるが、多くは否崩句な矧面を示す10、11、

12で高lt¥'害l拾を示してし、る。

すでに述べたように、 JP枝ではポートフォリオの作成とCAI1.fは、 CareerDirectionsという 3年間連続したプ

ログラムの中に位置づけられている。 CAI1.fの学習内容は、 Persona1Choices， Resource出oices，Career and Life 

白oicesの3つの分野を含んでし唱。これらの分野での学習を通じて自己謂哉、自己理解を深め自分に対する自

信を高め、将来の人生設計を構築することがねらし、である。具体的な学習内容として、キャリア布院、キャリア

探求などがある。

CAI1.fに否定的矧面を示し丸就脇古望者及び大学進学希望者は、このようなQ¥l.Mの学習内容に意義を見いだし

ていないといえる。日1Mに肯定的評価を示したアプレンティスシップ志望者は、高校卒業までに具体的な職種を

決定しなければならなし、また、カレッジやテクニカル・インスティチュートでは、具体的な職権に移行するた

めのプログラムが展開されてし唱。したがって、この2つのグノレープもまた、高校卒業までに中新産教育糟闘で
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自分が所属するコースを決定するためにキャリア探求が必要となる。肯定的開国を示した3つのパスウェイ群は、

CAlMの学習活動に参加することによって、進路選択の可能性を謂哉し、進路設計と高校卒業針変の学習に対する興

味を高めたのである。

(3) Career and Technology Studies (CTS) 

質問項目 13の結果から、口3を履修した生徒は全回答者の82%を示している。既に説明したとおり口S科目は、

選択科目である。したがって、履修することをi劃央した時点、で積極均な動機を有してし、ると言える。

図5から、全てのパスウェイで、4分の3以上が口Sを履修していることがわかる。アプレンティス、ンップにつ

いては、志望者全員が侃を履修している。ポートフォリオやC酬では否創ぬ開田を示していた淵紘望者は、

ここではアプレンティスシップ及びテクニカル・インスティチュート志望者に次ぐ値を示している。更に、大学

進学希望者においても 76%の生徒が口Sを履修しているとし、う結果が得られた。質問項目 13ωでは、口ちの履

修学年が示されている。この表からは、学年が進行するに従って履修者が減少していることがわかる。これは、

多くの生徒は板搬レベノレあるいは入門レベルの授業を履修していると推測する。

口Sの評価に関する質問項目 13(b)からは、口Sの高い履修率を裏付ける結果が得られている。アプレンテイス

シツプ志望者を除く全ての砂パ〈奴スウヱイ群が

で一番高郁し、激敬値を示して引し、喝る。アプレンティスシッフ汲びテクニカル・インスティチュート志望者は、選択肢3

「アカデミック科目〈の興味が高まったJを多く選んで与し唱。アプレンティスシッフ古連諸は、選択肢5rアプ
レンティス、ンップへの興味が高まったJで、もっとも高し激値を示している。口S履修に関する質問項目¢集計結

果から読み取ることのできる糊教を以下にまとめる。

①全てのパスウェイにおいて口3履修率が高い

大学進学志望者の害l拾が、 77%と他のパスウェイに比較して低くなっているが、口3が選択科目であるこ

とを考えると、履修率は高いといえる。

②在搬レベノレ、入門レベルの口3科目を履修している例が多川

③大学進学志望者及。普itlfat志望者は口3履修によって揃青 (Skill)が高められたと評価している

④大学以外の中年者灸教育機関進学志望者は、口3履修によって高校卒業ぎ灸の学習に対する興味が高まった

口Sに関する分析結果は、既に述べたポートフォリオやCAlMの場合と異なり、パスウェイ聞にそれほど大きな

優位掛2見られないことがわかる。すづよわち、全てのパスウェイ群で口Sに対する積極拘な軍撤付けを有してい

ると考えられる。これは、「全ての生徒を対象とするJとし、う口Sのねらし、と合致する結果である。また、口Sの

履修によってアカデ、ミック科目への興味が高まったとする回答から、 S1Wプログラムの要素の1つである「アカ

デミック教育と職業較育の統合」の可能性を見ることができる。

(4)オフキャンパス教育侭TJJ以外)

質問項目 14から、臥PW'μコオフキャンパス教育を履修する生徒の数は、 17%にとど、まっている。この理由を

示す質問項目 14(e)から、オフキャンパス教育に対する認識の低さを指摘することができる。選択肢5rこのプ
ログラムを履修するならアノレパイトの方がいい」という巨塔が42名と最も高い数値を示している。溜夫肢1rこ
の学校で、オフキャンパス教育が開講されていることを知らなかったjが勝、て高し植を示している。 F校では、
専任のオフキャンパス・コーディネータが常駐しているが、全ての生徒には認知されていないと言うことが集計

結果から明らかとなった。この点は、今後改善される必要があると考える。また、選択肢4 r大学入学に出記要
ない」とし、う巨階が24名とし、う値を示している。前述した口Sも大学入学には関係ないとし、う点では同様である

が、それとは異なる傾向を示している。

履修した生徒の評価に関する質問項目 14(b)では、選択肢3r職場で要求される態度を認識することができたJ
が、 15名という数値を示し最も高くなっている。次いで、選択肢2r.イ材日的な出荷(Skill)を高めることができ

たJ13名、選択肢1r進路探求の機会を得たJ13名と続いている。また、進路選択に影響を与えたプログラムを
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高校における「学校から職業社会への移行J関連プログラムの実態調査

問う質問項目 20に開宴して、各プログラムの履修者に占める害!拾を示す閣7からは、 WorkExperienceとWork

Studyの2つの項目が最も高い数値を示している。特にWorkExperienceは履修した生徒の77%が、自分の進路

決定に影響を与えたと回答している。

オフキャンパス教育に関する集計結果をまとめると、プログラムに関する認識位低いが、履修した生徒の高い

害l恰で有用性を感じているといえる。

(5) Reg i stered Apprent i cesh i p Program侭TP)

質問項目 16で問うた臥Pの履修者は2名であった。すでに、劃明したとおり臥Pは特定のトレード職に移行

するのに必要なアプレンティス、ンップの一部となるプログ、ラムで、ある。従って、高校在学中に具体的な職種へす

すiJ'ことを決定した生提でなければ履修することはできなし、その点から考えると、それほど人数が増えること

は期待できなし、。

RAPを履修しなかった理由を問う質問項目 16(e)では、選択肢1rこの学校で臥Pが開講されていることを知ら
なかったJとする回答が52名で一番高し、。しかし、続いて多い回答尚藍択肢3の「アプレンティスにはなりたく

ない」の38名である。また、その他の欄の自由記述からは、「高校卒業後にアプレンティス、ンップに参力町する」、

「テクニカル・インスティチュート」に進学してから参加するとしりた回答も見られた。

以上の点から、 RAPについては、上述の臥P以外のオフキャンパス教育と同様に、生徒の認知度の課題がある。

しかし、臥Pの位置づけから考えると、履修が少人数に限られるのは妥当であるといえる。アノレバータ州では、

企業側から、このアプレンティスシッアラテ野での人材不足が指摘され、高校生の臥Pへの関心を高めるための宣

伝、広報活動を実施している。職業選択の幅を広げるという点から臥Pの前回剛直がある。

(6)まとめ

以上5つの項目についてパスウェイとの関車を踏まえながら集言櫛果の分析と考察を行った。その結果から、

Career Directionに位置付くポートフォリオと白山の2つのプログラムでは、崩鵡志望者と大学進学志望者へ

の対応として課愚誌が指摘されたが、それ以外のパスウェイ群では、プログラムのねらし、に合った評価結果が提

示された。新たな職業較育プログラムである口Sについては、全てのパスウエイ群で積極拘な矧面を得ることカが2 

できた。口Sがアノレω/パ号一タ列d、'1'トH、'11::

ンパス較育W恥or北kStudy， Work Experience， RegisteredApprenticeship Progr岨の集計結果からは、寸づまな参加

者を得ることはで、きなかったが、履修した生徒の進路決定に強く影響を与えていることが明らかとなった。

これまでの分析結果から、生徒の進路選択と高校における釘Wプログラムとの関車にっし、て注目すべき要素の

1つは、学習の連続性である。生徒は、高校卒業討奈の人生に連続する学習内容に輿味を示し、自分の進路選択と

関車がないものには輿味を示さないという傾向がみられた。例えば、ポートフォリオやCALMなどの進路探求学習

において肯定的な矧面を示した大学以外の中等後教育機関を志望する生徒は、これらの学習成果が高校卒業者表に

役立つことを謂哉していた。また、αちでは、全てのパスウェイ群が「後の人生で必要となる出荷(Skill)を高め
ることができたJと巨塔してし叱。生提は高校卒業者発に学習内容が連殺すーると認識できるプログラムにっし、て肯

定的評価をしているといえる。ここに、 S1Wプログラムの高校教育改革における役割の重妻性が見られるといえ

る。
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高校における「学校から職業社会への移行」関連プログラムの実態調査

《参考資料:配布したアンケート用紛

SCHOOL CAREER TRANSITIONS IN SELECTED ALBERTA HIGH S田∞LS

F侃 YαJR1M司D助仏TlON
Your school has been selected to be part of the re田町chbecause of the excellent school to career 

transitions program the school offers its students. 

Thepほ'Poseof the research is to bring about educational change in the system of education in Japan 

by analyzing the component of the school to career transitions that are part of high school education 

in Alberta 

From data collected the re田町cherwill have the needed information that will help determine in油at

grade is most appropriate for a Japanese student to make a career decision and叶latassistance they will 

need to make that decision. 

As a student you were selected to be involved in the rese訂 chby providing your reaction to the school 

career tr叩 sitionprogram offered by your school. 

To complete the statements on th巴questionnaireshould take no more than twenty minutes of your time. 

It is your privilege not to bec叩 einvolved in the reseぽch. Should you elect to do so， please m水e

a note to that effect across the first page of the questionnaire. 

Thank you for your cooperation. 

DIRECfl倒 TO1llE訂UD町f:

You are requested to fill in the questionnaire by providing complete and accurate responses to each 

statem巴ntthat is asked. 

Where a box“口“isprovided， you訂 eto place 'x' in the appropriate box.図

Where a line_一一一一 isprovided for a response， you are requested to provide a short descriptive statement 
for the statement asked. 

Should you want to change any respo田 eat any time you阻 ydo so by filling in"・“theincorrect response 

and make another choice. 
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Yα.lREOOCATIα仏L臥侃佃OUND

1.珊1atis your grade level? 2. In叶1atprogram are you enrolled? 

3. 1岨 a

ロGrade10 
口Grade11 

日Grade12 

ロMale
ロFemale

口Academic

口General

ロTech-Prep

4. I叩

ロVocationalPreparation 

ロ16 years of age 
口17 years of age 

ロ18 years of age 
ロ19 years of age 
口20 ye紅 sof age 

5. What career pathway have you selected to prepare you for a career as you complete the requirement for 

high school graduation?αEα0肥.

日Work

口APprenticeship

ロTechnicalInstitute 
口白'mmunity白llege

ロUniversity
6. Following high school graduation， what career pathway do you think you will follow?α1eck one， only. 

問問問LIO

ロWork →Specify;一一ー
ロApprenticeship→Trade;
ロTechnicalInstitute →Program; 
口白mmunityCollege →Program; 

ロUniversity→Faculty; 

7. Have you prep紅 edPortfolio? 

口四S (If YES， please respond to statement 7(a)) 

口NO

→7(a). In what grade did you start preparing your portfolio? 

口Grade10 

ロGrade11 
ロGrade12 

8. How would you evaluate the portfolio project?αffiCK AS MANY 1HAT APPLY. 

口Itwas useful to demonstrate myself to other people 

日Itwas useful to realize油at1 learned in my school 

口I皿 deit because it was a required assignment 

ロ1don't gain叩 ybenefit fr咽 doing由isproject 
ロ1wanted to spend more time on this project 
ロ1wanted to spend less time on this project 
ロ仇hers(Specify: 

9. of what use to you will the portfolio be?α臨::KONLY叩ffiESTATEMENTS叩Iα{APPLY. 

ロPresentit to廿1ee.即loyerof町 part-timejob 
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高校における「学校から職業社会への移行」関連プログラムの実態調査

口Presentit to the employer of my work study / work experi釦 ceprogram 

口Presentit to a post-sωondary institution for admission 

口Presentit to a university for admission 

口Onlyto fulfill the requirement for the白山 course

ロOthers(Specify: 

CAREER AND LIfE胤NAG副町r~白l1d)
10. How would you evaluate the日1M∞町田?αEα(AS胤町TIlATAPPLY. 

ロI∞uld find va:τious career options 
口1could develop my interest to help determine a future career 

ロ1could further d肝 elopmy interest in post-secondary education 
ロ1c河川ldfurther de刊 lopmy interest towa:rd a specific apprenticeship program 
口1wa:nted to spend more time in the CALM class 

口1wa:nted to spend less time in the CALM class 

ロ1took this course just because it was ma:ndated for all grad陪10or 11 stud叩ts
ロ1prefered to出vemore time for my academic courses 
口Thiscourse didn't make any sense to即

ロ1wasn't attracted to the course 
ロThiscourse had t心O田町田signments

ロ1could do self-study without attending the CALM class 
口Others(Specify: 

11. What CALM assignment did you consider to be盟STbeneficial to you in helping you to determine which 

career pathway to follow? Please specify; 

12. What C刷 assignmentdid you consider to be 11迩Ibeneficial to you in helping you to determine油ich
career pathway to follow? 

Please specify; 

CARFER AND 1田町五加Y訂加IFS~口'S)

13. Were you ever enrolled in a crs course? 
ロYFS (If YFS， please respond to statement 13 (a)， (b)， (c)， (d) & (e)) 
日間 (If NO， please proceed to 13(f)) 

→13(a). In what grade did you take the crs course? 
ロGrade10 
口Grade11 

ロGrade12 
→13 (b). How would you evaluate the crs白町se? α臨X加出ESTA'百羽町1'sWHI叩

APPLY 

口1could develop technical skills that 1 would be able to use later. 

ロ1could develop an understa:nding a:nd the atti tudes needed at a work 
site. 

ロ1developed a:n interest in academic subjects related to a trade. 
ロ1developed an interest towa:rd furthering my education 
口1developed a:n interest towa:rd a:n apprenticeship program 
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口仇hers(Specify: 

→13 (c). P1ease list the strand (s) you comp1eted as a crs stud巴nt.

→13(の P1ease1ist the modu1es in the strand(s) in the crs course you 
co即 1eted.

→13(e) P1回 se1ist the number of crs credits you have accumu1ated toward 
graduation. 

Number of crs credits: 
→13(f) Why鴨 ren'tyou enrolled in a crs∞lurse?α臨1{AS胤附
STATFMENTS 1HAT APPLY 

ロ1didn't know口'scourse offer巴din my school. 
ロcrs∞urse is not required for university admission 
ロ1wanted to take i t， but there was no time in my schedu1e to take 
a crs course 
ロ1did not have any interest in taking a crs course 
ロ1can deve10p the t巴c士ll1icalski11s required for町 C佐官erchoice 
either in a post-se∞ndary school or in the world of work 
ロOthers(Specify: 

使F-(渦!roS EOOCATI側(OtherThan RAP) 

14. Were卯uever involved in a戸rtof OFF-CA即USE即CATIωη

ロYES (If YES， please 四 sp叩 dto 14(a)， (b)， (c)，&(d)) 

口問 (If NO， p1回 serespond to 14(e)) 

→14(a). What p訂 tof OFF CAMPUS EDUCATI倒冊目 youinvolved? 

ロWorkStudy →白町田(
ロWorkExperience 

→14(b). How would you evaluate y'叩rexperience in 0町可捌PUSEDUICATION? 

α町X耳幻SESTATFMENTD 1HAT APPLY 

ロ1had the chance to e却 10re町 careerchoice 
ロ1had the opportunity to develop additional technical skills 
口1bec掴肥田areof the attitudes required at the work site 

口1recognized the importance of the academic subjects as 

theヅrelateto the wor1d of work 

ロ1recognized the relationship education has to work 
口1wanted to spend more time with 0町可処IPlJS

阻 JCATION

ロ1cou1d earn high school credits and即 neyat廿1esan旧 ti配.
口Others (Specify: 

→14(c). Please list the number of cr吋itsin OFF C羽MPUS日)lCATION

you earned as a high school student. 

Number of仕吋its;

→14 (め.Describe briefly the working experience you had at your most recent 

work site. 
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→14(e). 1 wasn't invo1ved in OFF-CAMPUS E抗日，TION. αE四

⑪札Y百{OSESTA:百羽ENTSTIlAT APPLY 

ロ1didn't know that my schoo1 offered OfF C.品IPUS
E即CATI倒

ロ1didn't find any benefit from this program 
口1wanted to take it， but 1 didn't have enough tima in my 

schedu1e 

ロItwas not required for university entrance 
ロ1wou1d rather work part-time than taking this program 
ロ1cou1dn't find any work-site that would accept me 
口Others(Specify:一一一一一

15. At your schoo1 how cou1d OFF CAMruS EDUCATION be improved 

鵬首I四回 APPR町TIC国 IIP間版刷(同p)

16. Are yひupresently registered in RAP which is offered at卯urschoo1? 

ロYES (If YES， P1回目 comp1etestatement 16(a)， (b)， (c)&(，の)
口問 (If即， P1ease c侃1P1etestat伺Jent16 (e) 

→16(a). P1ease identify the trade in which youぽ eregister吋

Trade: 

→16 (b). How wou1d you eva1uate RAP at your schoo1?αffiCK THOSE STA:百羽町TSM11佃

APPLY 

口Itis good because 1 cou1d earn油ile1earn 

口1cou1d deve10p additiona1 technica1 skills required of thβtrade 

口1became aware of the attitudes requir吋 atthe work site 

ロ1re∞肌izedthe re1ationship that education has to wOl'k 
口1wanted to spend 即日 timeon RAP 

ロOthers(Specify: 

→16(c). In油atgrad恰didyou first register as a RAP student? 

ロGrade10 
口Grade11 

ロGrade12 
→16(め.List the number of credits卯旧 accumu1atedtoward your first year 

apprenticeship. 

Numb巴rof cr吋its:

→16 (e) Why youぽ en'tregistered in臥p?αEほ叩O担 STAl国岳町叩I四 APPLY

ロ1didn't kn叩 thatRAP was offered at this schoo1 
ロ1haven't decided my career choice 
口1do not want to be an app官官ltice

ロItis not required for university entr叩 ce
口1want a career as a white-co1lar worker 

ロ1did not find any benefit fr咽 thisprogram 
ロ1can take the same type of program after 1 graduate fr叩 high
sch∞l 

弓
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ロOthers:(Specify: 
17. At your schoo1 how cou1d RAP be improved? 

YOUR CA阻盟α101偲

18. Have you modified or changed your career path阻 yfrom what it was in Grade 10? 

ロYES (If YES， P1ease comp1ete statement 18(a) 
日間

→18(a). What change or modification did you make? 

19. Were you given an opportunity to have a one-on-one interview with a career counse1or in your schoo1 

to provide you with information to assist you with your car田rpathway? 

口Yes (If YES， P1ease comp1ete statement 19(a)) 

ロNo
→19(心.If YES， P1ease list the type of information that you were provided with. 

20珊旧tcourse or part of a course had the greatest inf1uence on your career p1anning that you be1ieve 

wi11 1ead to your career pathway? 

ロCAIld
口口3

ロWorkStudy 
ロWorkExperience 
口臥P

ロone-on-oneintぽ"Yiewwith coun田 10r
口otherc釘 Eぽ event (Specify:一一一

21. 冊10did you a1四 ysconsu1twith to he1p卯uwith your c官官町 choi四?

ロFriend(s)
口Parent(s)/Gu訂dian(s)

ロTeacher(s)at my schoo1 
ロAdministrator(s)at町民加01
口白un田 10rat my schoo1 

ロOth直rs(Specify: 
2仏 Are you satisfied with the program re1ated to卯urcareer choice off佐官dat your school? 

ロQuitesatisfied 

口VerySatisfied 

口Satisfied

ロDissatisfied
ロQuiteDissatisfied

ロOth町 s(Specify: 
Give a reason for the above? 
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